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伝えたい想いがあるからこそ育つことばの力
パフォーマンス部門は、昨年12月に発表した「春を呼ぶ
鳥」の再演となりました。 二度目ということで、それぞれ
に新しい挑戦が加わりましたが、共通して、「ことば」で伝
えることに取り組みました。12月には、先生が読んでいた
オリジナルの絵本を、子どもたちが少しずつ分担して、観
客の前で、自分の声で語りました。 ことばで伝えること、
文字を読むことが苦手な子、人前だと声が出なくなってし
まう子にとっては、簡単なことではなかったと思いますが、
自分たちの作品を紡ぐ大切なことばたちだからこそ、自分
の担った役割がわかっているからこそ、丁寧に懸命に一
語一語伝えている子どもたちの姿が印象的でした。
cocoonでは、これまでも、言語聴覚士 石上志保先生の
指導を受けながら、ことばの支援に取り組んできましたが、
今年度は、より力を入れて、動きの中で、遊びの中で、か
かわりたい想い、伝えたい気持ちと共に、ことばの育ちを
応援していきたいと考えています。
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10周年お祝いしました！
おかげさまで、2026年2月にcocoonは
開所10周年を迎え、3月、子どもたちの春休
みを利用して、記念イベントを開催しました。
会場の飾りつけから、パフォーマンス、模擬店
の準備まで、子どもたちは大忙しの春でした。
「cocoonの10歳の誕生日をお祝いする！」
という気持ちに大好きな方々をお迎えするワク
ワクも重なって、楽しそうに取り組んでくれまし
た。 1週間の企画となりましたが、多くの方々
にお越しいただき、あたたかな場になりました。
ご来場いただいた保護者、地域関係者の
みなさま、ありがとうございました。

児童発達支援・放課後等デイサービス

cocoon（コクーン）通信

小林先生と遊びました！
10周年記念イベントでは、日本
のムーブメント教育・療法の実践
研究の第一人者、小林芳文先生
をお招きして、子どもも大人も一
緒にムーブメントプログラムを楽し
みました。

←「ロープの中に、身体を
3カ所入れてごらん」の課
題で誰よりも張り切ってし
まう、小林先生♡

子どもたちの遊び力や保護
者のみなさんのあたたかさ
に、ムーブメント教育・療法
の理念が実現できていると、

cocoonのことを、とても喜
んでほめてくださいました。 
大きな仲間も久々にパラ
シュートに乗れて大満足！ 
笑顔がいっぱいの遊びの
場となりました。
また、みんなで遊ぼうね！



児童発達支援・放課後等デイサービス cocoon
〒226-0025 横浜市緑区十日市場町863-11

ハーモニータナカ １階
TEL ：045-530-0641 
FAX ：045-530-0642
MAIL：cocoon@cmdyouyou.com

アクセス●見学受付中● フォームにて、お問い合わせください。

多様性のある遊び活動の意味－インクルーシブ教育の観点から－

日々の楽しいプログラムの様子、
子どもたちの作品、スタッフの気づき等々･･･。

放課後等デイサービcocoon の楽しい毎日を更新中。
ぜひのぞいてみてください。フォロー、いいね！もお願いします。

cocoonで10年を過ごしたY君が、この春卒業していきました。
ことばを発することのない彼と、私たちは、たくさん遊び、語り
合ってきました。Y君と仲間たちのやりとりは、コミュニケーショ
ンの本質とは何かを問いかけ、「お互いに迷惑をかけたりかけ
られたりしながら、いっしょに愉快に生きてゆく」体験を重ねて
いくことの意義を教えてくれました。

最新情報はSNSをチェック！のぞいてみてください！

問い合わせ用フォーム

児童発達支援・放課後等デイサービス のご利用をご検討中の方は、
ぜひ、見学にいらしてください。

他者とかかわる遊びのプログラムには、個人では得られな
い体験が多く含まれています。一人ひとりがみんな違う、あり
のままの自分で居ることができるという認め合いから出発し、
今ここに生きている、一人ひとりのかけがえのない身体が環
境と対話することで動き出していき、そして、各々の異なった
経験に基づく小さな知恵や感性を出し合って、多様な仲間と
共に遊びをつくり出していくという喜びを体験することができ
ます。 他者と共に遊びの場を生きる体験を通して、違いのあ
る人たちと一緒に楽しむためにはどうしたらよいかという、イ
ンクルーシブ教育の中心的課題に通じる問いかけを繰り返
しながら、学習をつくり上げていくプロセスを含んでいます。

2026年4月 児童発達支援・放課後等デイサービスの多機能型として、
 ２つめの事業所、「通称 cocoon+（コクーンプラス）」 が OPENしました！

ムーブメント教育・療法では、もともと多様性が歓迎される遊
びの場を基盤としていますので、cocoonでは、集団遊びの活動
の中で、様々な個性のある子どもたちが安全・安心に過ごすこ
とができる、受容的な居場所づくりを目指しています。「みんな
ちがってみんないい」を大切にしています。
そして同時に、動きや表現を分かち合い共有する体験を無理
なく積み重ねることで、「みんなといっしょだと楽しい」と素直に
感じることができるように取り組んでいます。 ダンス、音楽、アー
トを活用したクリエイティブな活動では、協働的に創造する楽し
さを追求していく場へと発展させることができます。

4月になり、cocoonに新しい仲間が増えました。 違いのあ
る子ども同士の、新しい化学反応に期待です…！
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